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表-1 アンカー仕様 

図-3 アンカー施工状況（南浦和・浦和間）
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拡径型アンカーによる盛土耐震補強工事の確認試験について 
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１．はじめに 

  支持地盤に液状化層が分布している，もしくは軟

弱地盤層が堆積している場合には，支持地盤変状対

策として主に『鋼矢板＋タイ材 or アンカー』によ

る締切り工法が用いられる．本稿では，傾斜した軟

弱層が分布する東北線南浦和・浦和間，および液状

化層分布箇所での片側締切りを行った東北線さい

たま新都心・大宮間へ適用した鋼矢板＋高耐力拡径

型アンカー1)の確認試験について報告する． 

２．工事計画 

①東北線南浦和・浦和間（浦和工区） 

浦和工区は，盛土高さ 7m 程度で，盛土下の支持

地盤が傾斜しており，軟弱層である沖積腐植土層

が深く堆積している箇所において，鋼矢板＋拡径

型アンカーで締切り工を採用した． 

図-1 に補強断面を示す．補強対策としては，腐

植土層が厚さ約 4m（右側）から 10m 程度（左側）

に傾斜して分布していることから，地震時の側方

流動防止として，鋼矢板ⅤL型により締切りを行っ

た．腐植土層以深は，N 値 5 程度の洪積粘性土層

が厚く堆積している．一般的にグランドアンカー

を定着させるＮ値 30 以上の砂質土（砂礫層）は

G.L－45m 程度の深い位置にあり，グラウンドア

ンカーでは用地境界の外に出てしまう．そこで拡

径型アンカーを採用し，腐植土層以深の N 値 5 程

度の粘性土層に定着させることとした．  

②東北線さいたま新都心・大宮間（大宮工区） 

大宮工区は，盛土高さ 8m 程度で，盛土の原地盤

の比較的浅い位置に厚さ 5m 程度の液状化層（洪積

層）が分布している箇所において，鋼矢板＋拡径

型アンカーで締切り工を適用した． 

図-2 に補強断面を示す．拡径型アンカーは，液

状化層以深のN値20程度の粘性土層に定着させる

こととした． 
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３．工事概要 

浦和工区，大宮工区で用いた拡径型アンカーの仕様を表-１に

示す．浦和工区では，道路側への施工機械の張り出しが制限され

ていたため（図-3）芯材はドラムに巻いたＰＣ鋼より線を用いた．

大宮工区では，張り出し制限がなかったことにより，ＰＣ鋼棒を

芯材として用いた． 

拡径型アンカーを適用するに当たっては，原位置試験で耐力を

確認し 1)，確認試験の前にダミーアンカーで浦和・大宮工区とも

各 1 本を用いて多サイクル引抜き試験を実施し，アンカー挙動を

確認した 2）．次に拡径型アンカー全本数（浦和工区 69 本，大宮

工区 97 本）について，１サイクルの確認試験を行い，最後に，初期緊張力（50kN/本）で定着させた．図-4

にアンカー確認試験状況を示す． 

４．確認試験結果 

① 両工区のアンカー全本数に対して確認試験（1 サイクル）を実施し，所定の荷重まで載荷したところ，引

抜き挙動は示されず，最大荷重までほぼ弾性的な挙動を示した（図-6，図-8～10）。 

② 図-5，図-7 にダミーアンカーを用いた多サイクル引抜き試験結果を示す 2）．多サイクルの引抜き試験，

１サイクルの確認試験とも弾性的挙動を示した． 

５．まとめ 

拡径型アンカー全本数に対して所定荷重までの確認試験を行い，適正な耐力を有することが確認され，比較

的硬くない粘性土地盤に定着させても，高耐力が確保できることを確認した．  
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図-4 アンカー確認試験状況 

図-6 1 サイクル確認試験 荷重-変位関係 

 【浦和工区：θ=40°】 

図-7 多サイクル試験 荷重-変位関係 

 【大宮工区】（ダミーアンカー使用） 

図-8 1 サイクル確認試験 荷重-変位関係 

 【大宮工区①：θ=35°】 

図-9 1 サイクル確認試験 荷重-変位関係 

 【大宮工区②：θ=40°】 

図-10 1 サイクル確認試験 荷重-変位関係

 【大宮工区③：θ=45°】 
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PC 鋼より線（SWPR７BL）降伏荷重 826kN×0.9＝743kN まで載荷 

図-5 多サイクル試験 荷重-変位関係 

 【浦和工区】（ダミーアンカー使用） 

≪浦和工区 アンカー引き抜き試験結果≫ ≪大宮工区 アンカー確認試験結果≫ 
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PC 鋼棒（C種 1 号 D36）降伏荷重 1100kN まで載荷
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